
～「自治会員のつぶやき」を実施したい～
竹田会長挨拶
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どんどん使おう！

相模原市自治会員の皆様に
お得なお知らせ

自治会員応援店に自治会員専用割引　　　　　　　を提示
するとお得な特典が受けられます。
応援店などの最新情報は、ホームページにGO!!

い
っ
ぱ
い

お
得
が 応援店の目印は

のぼり旗や
ステッカー♬

相模原市自治会員の皆様に
お得なお知らせ

酷暑の中、各自治会では工夫をしながら夏祭り等を実施した所が多くありま
した。

一方で自治会の加入者、未加入者共に考え方が変化しており自治会に加入する
メリットは？と聞かれます。以前より加入者には自治パスを配布し利用促進に
努めていますが、認知度が低いのが現状です。そんな中、「自治パスを宣伝して
もっと使ってほしいね」のつぶやきから自治パス利用者に特典がある店舗等を
大幅に増やし、通行人から見やすい場所に「自治会員応援店」ののぼりやステッカー
を掲出しており利用者から好評を頂いています。

また、会員から「回覧が月に何回も来てイヤだ」、「防災グッズ等、時々全世帯
配布物品があるけどいらない」などの意見もあります。

情報や物資の必要性は個人差がありますが、耳を傾け皆さんと一緒に魅力ある
自治会にしていきましょう。

No.82 令和５年（2023）11月発行発行部数　18万部

題字　相模原市長　本村賢太郎

相模原市自治会連合会の現況

ホームページ
https://www.sagamihara-jichiren.jp/

R ５. ４. １現在

地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班（組）数

22
585

　　　161,195
11,135

つくりだそう自治の力で明るいまちを

相模原市自治会連合会 検索
発行責任者　相模原市自治会連合会　会長　竹田　幹夫
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～地域活動功労者等感謝状～
　地域住民の福祉向上や地域社会の発展のために尽力された個人115名、団体８団体、退任理事５名に対して、
市自治会連合会長から感謝状が贈呈されました。

地
域
活
動
功
労
者

感
謝
状
受
賞
者
（
個
人
）（

敬
称
略
）

地
域
活
動
功
労
者

感
謝
状
受
賞
者
（
団
体
）

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会

退
任
理
事
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令和５年度は、相模原市自治会連合会に４つの部会（総務部会、広報部会、防災安全部会、特別部会）
を設けて、自治会活動の調査研究を行っています。今回は、各部会の取組みを紹介します。

広報部会の取り組みについては、
年２回の 広報誌の発行、内容について
は、各地区のイベント情報、会員の皆様の 
市連会長、市長からの表彰者の記載等が主ですが、
今回からは、会員の皆様方の、ご意見を頂きたく
思い、ご意見箱を設置します。ご協力の程よろしく
お願いします。

相模原市自治会連合会では、「自治会報さがみはら」の発行をはじめ、ホームページなどを活用し、
さまざまな情報をお伝えしていますが、自治会員の皆さんから「こんな記事がほしい」などのご意見、
ご提案をいただくため、下記の事務局に〝つぶやき BOX〟を設置しております。

自治会活動に関して皆さんがお気づきになられたこと、助言やアイデアなど何でも結構ですので、
〝つぶやき〟をお寄せください。メールでもお受けしております。

なお、お寄せいただいた〝つぶやき〟については、「自治会報さがみはら」等において、一部公開
させていただく可能性がありますので、ご了承ください。

 広報部会
その時々に対策が必要と認められる

事項を協議するのが特別部会です。令和
４年度は自治会員加入促進について協議を

行い、本年度は地区自治会連合会の事務局体制に
ついて検討を重ねています。

総務部会では、加入促進及び退会防止に力を
入れ、コロナ以前からマンションの住民を含め、
どのようにして自治会員を増やすか議論をしていた
ところです。昨年度は女子美術大学の方々にご協力
いただき、若い世代の方向けに自治会活動を紹介
する漫画を作成しました。この漫画が足掛かりと
なり、若い世代の皆様が自治会への理解を深めて
いただけることを期待しています。

連合会規約第20条には防災安全部会は「本会
及び自治会の防犯・防災及び交通に関すること」と
あり、本年度は「災害時協力井戸の場所を把握する
方法」と「応急危険度判定士について」の２つの
テーマに絞って取り組むこととしました。災害発生
時に備え、安全性向上に向けて市担当者との懇談を
重ねてまいります。

 特別部会

 総務部会  防災安全部会

 広報部会  特別部会

 総務部会  防災安全部会

つぶやきをお聞かせください。

相模原市自治会連合会事務局
〒252-0236　相模原市中央区富士見6-6-23　けやき会館３階
☎ 042-753-3419　E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp
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～地域活動功労者等感謝状～
　地域住民の福祉向上や地域社会の発展のために尽力された個人115名、団体８団体、退任理事５名に対して、
市自治会連合会長から感謝状が贈呈されました。
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自治会報さがみはら No.80 （3）令和４年（2022） 10月 自治会報さがみはら No.82（3）令和５年（2023） 11月

令和５年度は、相模原市自治会連合会に４つの部会（総務部会、広報部会、防災安全部会、特別部会）
を設けて、自治会活動の調査研究を行っています。今回は、各部会の取組みを紹介します。

広報部会の取り組みについては、
年２回の 広報誌の発行、内容について
は、各地区のイベント情報、会員の皆様の 
市連会長、市長からの表彰者の記載等が主ですが、
今回からは、会員の皆様方の、ご意見を頂きたく
思い、ご意見箱を設置します。ご協力の程よろしく
お願いします。

相模原市自治会連合会では、「自治会報さがみはら」の発行をはじめ、ホームページなどを活用し、
さまざまな情報をお伝えしていますが、自治会員の皆さんから「こんな記事がほしい」などのご意見、
ご提案をいただくため、下記の事務局に〝つぶやき BOX〟を設置しております。

自治会活動に関して皆さんがお気づきになられたこと、助言やアイデアなど何でも結構ですので、
〝つぶやき〟をお寄せください。メールでもお受けしております。

なお、お寄せいただいた〝つぶやき〟については、「自治会報さがみはら」等において、一部公開
させていただく可能性がありますので、ご了承ください。

 広報部会
その時々に対策が必要と認められる

事項を協議するのが特別部会です。令和
４年度は自治会員加入促進について協議を

行い、本年度は地区自治会連合会の事務局体制に
ついて検討を重ねています。

総務部会では、加入促進及び退会防止に力を
入れ、コロナ以前からマンションの住民を含め、
どのようにして自治会員を増やすか議論をしていた
ところです。昨年度は女子美術大学の方々にご協力
いただき、若い世代の方向けに自治会活動を紹介
する漫画を作成しました。この漫画が足掛かりと
なり、若い世代の皆様が自治会への理解を深めて
いただけることを期待しています。

連合会規約第20条には防災安全部会は「本会
及び自治会の防犯・防災及び交通に関すること」と
あり、本年度は「災害時協力井戸の場所を把握する
方法」と「応急危険度判定士について」の２つの
テーマに絞って取り組むこととしました。災害発生
時に備え、安全性向上に向けて市担当者との懇談を
重ねてまいります。

 特別部会

 総務部会  防災安全部会

 広報部会  特別部会

 総務部会  防災安全部会

つぶやきをお聞かせください。

相模原市自治会連合会事務局
〒252-0236　相模原市中央区富士見6-6-23　けやき会館３階
☎ 042-753-3419　E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp
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地域トピックス【相模湖】

コロナも落ち着き、４年ぶりに湖上祭花火大会が実施されました。
例年８月１日は不思議と天気が不安定になりますが、今年も雲行きが怪しく

なり、開始直前の午後６時頃からの断続的な降雨と突風で心配しましたが、
７時以降は天気も落ち着き、オープニング花火が威勢よく上がりました。
多数の打ち上げ花火とスターマインが夜空を染め、轟音が響きわたり、

最後をしめくくるナイアガラの滝に至るまで約58,000人の来場者の皆様に
お楽しみいただけたと思います。

４年ぶりのさがみ湖湖上祭花火大会

日本各地にダムカレーを提供する地域がありますが、相模湖地区でも元々提供していた１軒に加えて、新たに７軒のレス
トランがダムカレーの提供を開始しました。10月15日からスタンプラリーも開始しています。６店舗以上のスタンプを
集めるとプレゼントがもらえます。のぼり旗を目印にカレーを食べ歩いてみませんか？
詳しくは、相模湖観光協会ホームページにてご案内しております。

さがみ湖相模ダムカレー

地域トピックス【田名】

地域住民が一堂に集い、明るい町づくりを目指して４年ぶりに開催
しました。３年間、開催しなかったことで、準備は大変でしたが、「今
できることを」の思いで準備しました。
会場として施設をお借りしている田名中学校校長の「学校と地域の

連携」、「生徒に発表の場を」の御提案により、家政部員によるボラン
ティア活動、吹奏楽や美術部など文化部による発表もありました。
田名のふるさとまつりは、自治会ごとに揃いの浴衣で踊るのが恒例

ですが、今年は自由参加とし、イベントは、子どもさんたちが参加して
の郷土芸能、少林寺拳法、鼓笛隊、ダンスなどが披露され、さらには
三菱重工相模原ダイナボアーズのスタッフ、選手もイベントを出店して
くださり、多くの方が楽しめたと思います。
今年度ふるさとまつりに参加してくださった地域の皆さま、準備から

撤収まで協力してくださった関係者の皆さま、熱中症対策としてミスト機をお貸しくださった企業の方々等、多くの方々
の御協力に感謝いたします。

第40回 田名ふるさとまつり

地域トピックス【東林】

東林地区の小田急相模原（通称おださが）周辺は、相模大野の「も
んじぇ祭り」、東林間の「サマーわぁ！ニバル」のようなお祭りに負
けないようにと、2016年に地元の30代～ 40代の若者を中心に実
行委員会が立ち上がり、線路沿いの松が枝公園を会場に、ステー
ジ、屋台、縁日などを催す春のおまつりが企画、開催され、コロナ
禍を乗り越え、今年で第７回を数えるまでになりました。
「来ればもっとおださがが好きになる！」をテーマに、郷土愛醸
成、地域活性化に取り組んでくれており、地元のダンスなどパ
フォーマンスのステージ、地元飲食店が腕を振るうグルメ屋台、
「昭和の縁日」を思い出させる縁日など、こだわりのお祭りで、晴れ
れば１万人超の来場者が、今回の第７回は雨模様の中５千人超の市
民が訪れ、にぎわいを見せてくれました。私たち自治会もこの新た
なお祭りをみんなで応援しています。

第７回 おださがさくら祭り


